
Ⅰ．参加者の振り返り（回答率　１００％）
１．他施設の実践状況を共有できましたか。

(人)

①できた 43

②まあまあできた 12

③あまりできなかった 0

④できなかった 0

⑤無回答 1

２．自施設の認知症ケアの適切な実施やマネジメント体制の構築のための参考になりましたか。

(人)

①参考になった　　 41

②まあまあ参考になった 15

③あまり参考にならなかった　 0

④参考にならなかった 0

⑤無回答 0

３．認知症ケアの質向上に向けた課題は整理できましたか。

(人)

①整理できた　　　 25

②ある程度整理できた　　　 29

③あまり整理できなかった　　 1

④整理できなかった 0

⑤無回答 1

４．認知症ケアの質向上に向け、今後の取り組みを考えることはできましたか。

(人)

①できた　　　　　 28

②まあまあできた　　　　　 26

③あまりできなかった　　　　 1

④できなかった 0

⑤無回答 1

5．研修に関する感想、ご意見等を自由に記載してください。

・他施設との情報共有ができ参考になった。（17人）

・他施設とのグループワークで自施設の今後の課題や取り組みが明確になった。（9人）

・スタッフの勉強不足があり、底上げをおこなうなど、勉強になった。（2人）

・ＧＷの時間をもう少しゆとりを持った配分にしてもらいたかった。（3人）

・続けていくことの難しさ、管理者としての役割等、考えることがたくさんあった。

・ケアが見える記録をする。

「平成29・30年度看護職員認知症対応力向上研修のフォローアップ研修」のまとめ

開  催  日：2019年9月3日(火)

開催場所：大分県看護研修会館

参加人数：平成29・30年度看護職員認知症対応力向上研修終了者　56名

・管理者自身が認知症患者の知識と理解を持ちかかわること、根気強くスタッフ教育を継続すること、
　患者を中心とした多職種連携の重要性を学んだ。
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Ⅱ．地区別参加施設及び課題実践内容

施設 人数
学習会

（院内研修）
カンファレンス 環境整備 システム構築

委員会
チーム活動

1　国東地区 1 3 0 1施設 0 1施設 0
2　別府・杵築・日出地区 8 13 4施設 4施設 1施設 0 3施設
3　大分地区 12 18 6施設 3施設 3施設 2施設 1施設
4　由布地区 2 4 1施設 0 0 1施設 1施設
5　臼杵・津久見地区 2 5 1施設 1施設 0 1施設 0
6　佐伯地区 3 3 1施設 0 0 1施設 1施設
7　豊後大野・竹田地区 3 5 2施設 0 0 1施設 0
8　日田・九重・玖珠地区(参加者なし) 0 0 0 0 0 0 0
9　中津・宇佐・豊後高田地区 3 5 1施設 1施設 1施設 0 0

合　　　計 34 56 16施設 10施設 5施設 7施設 6施設

Ⅲ．実践活動レポートおよびグループワークのまとめ

１．看護チーム全体でのアセスメントや看護ケアの質の改善について

　２）情報収集方法の進化がみられる

　　　・介護支援専門員からの情報収集、せん妄スクリーニングやHDS-Rの導入・活用

　３）看護記録の見直しが必要である

　　　・患者理解に必要な情報、看護内容の記録が書かれていない。

　４）様々な形態のカンファレンスが実施されている

　　　・毎日、定期的、年間計画

　　　・各部署・病棟、院内

　　　・看護チーム、多職種チーム

　　　・事例検討

　　　・身体拘束の実施・解除に関する検討

　５）看護基準・手順書等の見直しと活用への取り組みが実施されている

　６）good practiceの集積が実施されている
　　
２．看護師スタッフの実践を支援・強化する組織の変化について

　１）認知症ケアに関するチーム組織

　　　・認知症ケアチーム、委員会の立ち上げ

　　　・研修の企画運営、事例検討での助言・指導、事例分析とフィードバック

　２）教育の機会

　　　・研修会、学習会、勉強会…講義、演習、事例検討、患者体験

　　　・院内全体、各部署・病棟

　３）業務調整

　　　・夜間帯の人員増

３． 新たな認知症ケアへの取り組みについて

　１）院内デイケア

　　　・院内デイ、病棟レク、お茶会

　２）地域に向けた認知症カフェの主催

　３）外来における認知症看護

　　　・地域との連携を進める

　１) 認知症の人の理解や認知症看護の均質化については受講者の対応力の向上はみられるが
　　　看護師個々の実践力の差には課題が残る



Ⅳ．参加者の背景
１．年齢について

(人)

①20代　　 0

②30代　　 1

③40代　　 23

④50代　　 25

⑤60代以上 7

⑥無回答 0

２．職位について

(人)

①看護部長　　 4

②副看護部長　　 7

③看護師長　　 29

④副看護師長　　 2

⑤主任　　 9

⑥スタッフ 4

⑦無回答 1

３．職場について
(人)

①病棟　　 39

②外来　　 5

③その他※ 8

④無回答 4

※③その他
手術室
管理
看護管理

４．参加施設（地区）について

施設 人数

1　国東地区 1 3

2　別府・杵築・日出地区 8 13

3　大分地区 12 18

4　由布地区 2 4

5　臼杵・津久見地区 2 5

6　佐伯地区 3 3

7　豊後大野・竹田地区 3 5

8　日田・九重・玖珠地区（参加者なし） 0 0

9　中津・宇佐・豊後高田地区 3 5

34 56合　　　計
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